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混乱の政清下、水利事業は総力戦へ

ラマダンの意義を理解できたような気がします

用水路建設は増水前の集中工事です

井戸と用水路建設の事務方で奮闘中です

正念場

生活、病気、そして患者も「日本と違う」

中村哲

仲地省吾

鈴木学

大越猛

橋本康範

柴田俊一

ペシャワール会の活動は、 1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援す

る目的で結成されま Lた。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理

解を深めていきたいと願っています

ペシャワール会インターネット

ホームページ http:/ /www 1 m. mesh. ne.jp「peshawar/
電子メール peshawar@mxb.mesh.ne.jp 
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み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
冬
に
入
っ
た

現
地
で
は
、
今

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ

ー
ビ
ス

）
の
事
業
が
最
大
の

山
場
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
再
々
会
報
な
ど
を
通
じ
て
報
告
し
て
き

た
用
水
路
の
仕
事
が
、
正
念
場
に
入
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。取

水
す
る
ク
ナ
ー
ル
川
は
、
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流

に
あ
た
り
、
河
川
敷
の
幅
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

と
て
つ
も
な
い
大
河
で
す
。
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
最

高
峰
の
連
山
の
雪
か
ら
溶
け
出
す
水
は
、
季
節
変
動

が
激
し
く
、
夏
と
冬
の
水
位
差
が
三
•
五
メ
ー
ト
ル

を
超
え
ま
す
。
あ
と
一
ニ
ヶ
月
も
す
る
と
、
洪
水
の
よ

う
な
雪
解
け
水
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
従
っ
て
、
今
冬

に
取
水
口
部
を
仕
上
げ
な
い
と
、
エ
期
を
一
年
延
ば

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
こ
の

二
、
三
ヶ

月
が
我
々
の
将
来
を
決
め
る
」
と
宣
言
、
六
百
数
十

用
水
路
工
事
、
雪
解
け
前
の
正
念
場

名
の
作
業
員
に
よ
る
人
海
戦
術
だ
け
で
な
く
、
大
型

掘
削
機
（
ユ
ン
ボ
）
四
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
三
台
、
大

型
ロ
ー
ダ
ー
ニ
台
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ミ
キ
サ
ー
五

台
、
ト
ラ
ク
タ

l
-
0
台
以
上
と
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
機
械
力
を
投
入
、
取
水
口
か
ら
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
地
点
に
作
業
員
が
ア
リ
の
よ
う
に
殺
到
、
突

貫
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
主
流
を
堰
き
止
め
て
傍
流
を
作
り
、
川
底
を

干
し
て
取
水
口
部
と
水
門
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
初

め
の
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
相
当
な
水
量
、
毎
秒
約
八

ー
九
ト
ン
を
引
き
入
れ
る
の
で
、
水
路
両
岸
の
洗
屈

が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
万
全
の
護
岸
工
事
を
行
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
部
分
が
遅
れ
て
も
失
敗
し
ま
す

の
で
、
チ
ー
ム
分
け
を
適
切
に
行
い
、
無
駄
な
く
短

期
間
の
う
ち
に
終
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
生
も
現
場
に
張
り
つ
け
に
な
り
、
全
て
に
優
先
、

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
ま
す
。
橋
本
君
を
初
め
、
農

業
や
水
源
事
業
に
か
か
わ
る
日
本
人
十
数
名
、
百
六

十
名
の
現
地
職
員
、
そ
れ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
M

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

中
村
哲

用
水
路
建
設
の
べ
五
万
人
動
員
、
取
水
口
工
事
は
今
冬
完
了

混
乱
ク
政
情

F
、
水
利
事
業
は
総
力
戦
へ

十
数
万
人
の
旱
魃

s基
地
病
院
が
全
面
的
に
支
え
て
い
ま
す
。
取
水
口

お
よ
び
最
初
の
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
け
で
、
護
岸
に

じ
や
か
ご

使
う
蛇
籠
が
一
＿
一千
個
以
上
、
六
六
ト
ン
の
針
金
が
使

用
さ
れ
、
こ
れ
も
現
場
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
六
月

以
来
奮
闘
し
て
生
産
を
完
了
し
ま
し
た
。
五
月
以
来

の
作
業
員
は
の
べ
五
万
人
を
突
破
、
岩
盤
の
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
爆
破
匝
数
は
六
千
回
以
上
、
現
在
―

H
百
発

の
爆
破
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
字
通
り
の

「総
力
戦
」
で
、

1
 
•• 
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•• 
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伝統的な用水路

（左上は外国団体が補修したコンクリート壁の水路）
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難
民
が
掃
農
で
き
る
か
否
か
の
瀬
戸
際
で
す
。
地
元

民
も
ア
フ
ガ
ン
政
府
も
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
っ
て
い

ま
す
。こ

こ
で
私
た
ち
が
採
用
し
た
の
は
、
現
地
の
人
々

が
独
力
で
も
維
持
で
き
る
伝
統
工
法
で
す
。
取
水
口

と
ト
ン
ネ
ル
を
除
け
ば
、
全
て
石
と
上
、
植
林
で
水

路
が
で
き
ま
す
。
護
岸
の
た
め
に
使
用
す
る
柳
の
木

は
、
日
本
在
住
の
或
る
ア
フ
ガ
ン
人
が
寄
付
し
て
く

れ
、
約
三
万
本
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

用水路C地区の掘削現場

相
次
ぐ
難
問
ー
|
_
米
ヘ
リ
が
誤
射

し
か
し
、
こ
の
非
常
時
に
限
っ
て
、
例
に
よ
っ
て

様
々
な
難
関
に
遭
遇
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
二
日
に
は
突
然
米
軍
ヘ
リ
ニ
機
が
旋
回
し

て
機
銃
掃
射
を
我
々
に
加
え
、
作
業
地
の
平
和
な
ム

ー
ド
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
（
別
掲
資
料
）
。
取

水
口
の
あ
る
ク
ナ
ー
ル
州
に
は
、
現
在
米
軍
兵
力
が

続
々
と
集
結
、
不
穏
な
雰
囲
気
で
す
。

前
後
し
て
北
部
の
ガ
ズ
ニ
州
で
フ
ラ
ン
ス
人
女
性

が
殺
害
さ
れ
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
国
連
や

N
G
O
が

至
る
所
で
活
動
を
停
止
し
ま
し
た
。
カ
ン
ダ
ハ
ル
州

で
は
日
本
の

J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）
の
道
路

工
事
が
妨
害
を
受
け
た
と
聞
き
ま
す
。
私
た
ち
の
主

な
活
動
地
で
あ
る
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
も
、

P
M
S

以
外
の
動
き
は
殆
ど
な
い
よ
う
で
す
。

イ
ラ
ク
参
戦
の
影
響
か
、
対
日
感
情
に
も
陰
り
が

見
ら
れ
ま
す
。
職
員
の
寝
泊
り
す
る
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー

ル
診
療
所
で
は
、
「
日
本
人
医
療
関
係
者
を
来
さ
せ

る
な
」
と
付
近
住
民
が
抗
議
し
ま
す
。
ク
ナ
ー
ル
州

や
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
の
職
員
交
代
も
次
第
に
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
の
空
爆
下
で
も
、
こ
ん
な

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
心
な
い
意
地
悪
が
加
わ
り
ま
す
。
作
業
地

対
岸
で
行
わ
れ
た
外
国
N
G
O
の
工
事
の
影
響
で
水

流
が
変
化
、
激
流
が
川
沿
い
の
国
道
を
破
壊
、
私
た

ち
の
水
路
の
一
部
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
守
る

余
分
な
工
事
も
、
結
局
私
た
ち
自
身
が
冬
の
間
に
や

今
、
殆
ど
が
農
民
た
る
ア
フ
ガ
ン
人
が
欲
す
る
の

は
、
食
糧
と
平
和
な
村
々
の
同
復
で
す
。
東
部
ア
フ

つ
い
に
日
章
旗
も
消
し

憤
惑
や
る
か
た
な
い
職
員
一
同
を
叱
咤
し
、
「
議

論
の
た
め
の
議
論
は
無
用
。
た
だ
実
行
あ
る
の
み
。

こ
の
際
、
全
責
任
は
中
村
が
と
る
故
、
限
ら
れ
た
期

間
内
で
各
自
の
持
分
を
果
た
す
こ
と
」
と
、
全
工
程

の
指
示
を
私
が
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
臨
戦
態
勢

で
張
り
詰
め
た
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
が
、
み

な
意
気
軒
昂
で
す
。

で
も
、
捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
。
日
本
人

ワ
ー
カ
ー
の
中
に
は
士
木
に
明
る
い
若
者
、
飛
び
入

り
で
駆
け
つ
け
た
石
橋
さ
ん
が
掘
削
機
械
の
経
験
者
、

農
業
担
当
の
橋
本
君
が
よ
く
皆
を
ま
と
め
、
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
ル
政
府
の
「
灌
漑
省
」

か
ら
「
日
本
人
技
師
を
伴
っ
て
説
明
せ
よ
」
と
呼
び

出
し
を
く
ら
い
、
そ
れ
ま
で
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
出
張

所
か
ら
無
体
な
要
求
を
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
、
悪

く
す
れ
ば
作
業
中
止
命
令
か
と
恐
れ
て
出
頭
し
ま
し

た
。
し
か
し
意
外
に
も
「
外
国
人
が
引
き
上
げ
る
こ

の
時
期
に
」
と
激
賞
さ
れ
、
進
ん
で
協
力
を
申
し
出

て
く
れ
ま
し
た
。

「
外
国
人
が
引
き
上
げ
る
こ
の
時
期
に
1.
」

ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。



2003年12月17H ペシャワール会報 No.78 4
 

ガ
ン
は
未
曾
有
の
旱
魃
で
耕
地
が
砂
漠
化
し
、
大
Fl
軍

の
難
民
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
大
都
市
に
流

れ
、
治
安
悪
化
の
背
景
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
建
設
中
の
用
水
路
は
十
数
万

人
の
帰
農
を
促
し
、
少
な
か
ら
ず
地
域
の
平
和
に
寄

与
す
る
で
し
ょ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
と
こ
ろ
現
地
で
は
、
米

軍
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
国
連
組
織
や
国
際
赤
十

字
、
外
国

N
G
o
へ
の
襲
繋
事
件
が
盛
ん
に
伝
え
ら

護岸のために使用される蛇籍

れ
て
い
ま
す
。
「
ア
フ
ガ
ン
人
は
恩
知
ら
ず
だ
」
と

言
っ
て
撤
退
し
た
国
際
団
体
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
地
側
が
当
惑
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も

「
復
興
」
が
「
破
壊
」
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
、
そ
れ

も
外
国
人
の
満
足
が
優
先
す
る
か
ら
で
す
。
結
局
、

軍
事
的
干
渉
は
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
結
果
を
生
み
ま

し
た
。
人
々
が
生
き
る
た
め
の
無
私
の
支
援
な
ら
、

ど
う
し
て
武
力
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

活
動
は
皆
こ
ぞ
っ
て
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は

少
な
く
と
も
地
上
で
、

一
度
も
攻
繋
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

P
M
S
で
は
以
前
は
歓
迎
さ
れ
た

日
章
旗
を
消
し
、
「
政
府
と
は
無
関
係
だ
」
と
明
言

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
に
至
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

日
本
人
の
誇
り
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
和
と
は
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
戦
争
以
上
に
忍
耐
と
努
力
、
強
さ
が
要
り
ま
す
。

「
平
和
」
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
血
を
流
し
て
得
た

結
論
の
筈
で
す
。
弱
い
者
に
拳
を
振
り
上
げ
て
絶
叫

す
る
の
は
、
人
と
し
て
卑
怯
か
つ
下
品
な
行
為
で
す
。

ひ
と
つ
の
国
が
軍
隊
（
自
衛
隊
）
を
動
か
す
こ
と
が

ど
ん
な
童
大
事
な
の
か
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
愚
か
さ

と
無
関
心
は
、
近
い
将
来
、
よ
り
大
き
な
ツ
ケ
を
払

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
「
日
本
は
既
に
米
国
の

一
州
と
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
是
非
も
な
く
、
尊
敬

さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
攻
繋
の
対
象
と
な
る
の
は
時
間

の
問
題
で
し
ょ
う
。
ひ
し
ひ
し
と
迫
る
破
局
の
予
感

の
中
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
を
見
て
、
「
こ

九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専
門
1
1
神
経
内
科
（
現

地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。
国
内
の
病
院
勤

務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
十
九
年

に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱

に
し
た
、
貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。
一
九
八
六
年

か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、

現
在
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を

設
立
、
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
九
八
年
に
は
基

地
病
院
P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た

病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
っ
だ
け
で
な
く
、
パ

キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠
点
に
巡

回
診
療
も
行
っ
て
い
る
。
二

0
0
0
年
以
降
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対
策
の
た
め

の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。

作
業
地
千
ヶ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
二

0

0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期

的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
継
続
、
今
春

か
ら
は
そ
の

一
環
と
し
て
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
。

年
間
診
療
数
約
一
五
万
人

(
2
0
0
2
年
度
）
。

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）

そ
れ
で
も
悲
憤
を
抑
え
、
「
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た

ち
が
此
処
に
い
る
の
だ
」
と
言
い
聞
か
せ
、
砂
漠
化

し
た
大
地
が
緑
化
す
る
幻
を
見
て
は
、
わ
が
身
を
励

ま
す
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

の
償
い
を
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と
言
い
た
い
の
が
実

感
で
す
。
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資料1 2003年11月2日に起きた PMS用水路建設現場への米軍ヘリ誤射事件

現地代表・中村哲医師による日本外務省への報告

日本外務省 アフガン担当関係者殿
前略

先日、「ペシャワール会の作粟現場に米軍ヘリコプターが機銃掃射を加えた」という旨の報道が流され

ました。報道内容から誤解されうる点もありますので、以下現場の証言者として事実関係をお伝えし、

今後の安全のため、参考に供したいと存じます。

事件は、 11月2H午前10:25（アフガン時間）頃、 PMS （ペシャワール会医療サービス）の灌漑用水路

作業中、クナール州南部のジャリババ付近、ジャララバードから北東約 30km、岩盤沿いの工事現場

でありました。チャガサライ方面へ向かう米軍機らしきヘリコプター 5機が現場 上空を通過中、う

ち2機が突然超低空で旋皿してきて機銃掃射を加えました。

ちょうど同時刻は、 5月以来毎日、数十回の発破作業で掘削を進めている時間帯です。発破作業につ

いては、ジャララバード州政府、 PlanningMinistry及び治安担当責任者に許可を得ており、ダイナマイト

は信管でなく導火線式のものが許可されています。

攻撃地点はダイナマイトの爆破した場所で、小生を含む邦人 3名、 PMSの現場監督約 20名、作業

員約 60 0名は爆破時間帯のため、 100m以上離れた所に退避して眺めていました。しかし、爆破班

の職員は、不発弾を確認して再度、導火線着火に赴きますから、かなり近接した場所にいたはずです。

驚いた彼らが、手ぬぐいを振り、作業であることを知らせると、ヘリコプターはそれ以上旋固して飛来

せず、山向こうへ去りました。

報道ではあまり触れられませんでしたが、ご承知のように、ニングラハル州は今、耕地の砂漠化が深

刻な場所のひとつであり、膨大な数の農民が難民化しております。このために都市に流人した彼らが困

窮して、治安悪化の一因をなしていることは、よく知られているところであります。 PMSでは、二千

ヘクタール以上の灌漑で 10万人が帰農できると推定しており、緊急性も考慮して、 16 kmの用水路

建設に励んでおります。ペシャワール会としましては、政清や米軍の動きよりも、こちらの方に関心を

集中し、何とか 1年以内に工事を完成してアフガン復興に貢献したいと考えております。

なお、一部の報道で Iカーブルの日本大使館へ通報した」との記述がありましたが、これは誤りです。

事実確認をしてから知らせるつもりでいました。

安全性につきましては、連絡を密にして、最大の努力を払いたいと思います。しかし、少なくとも地

上では、アフガン政府、住民、ペシャワール会が一体になって進めており、不偏不党を厳守し、アフガ

ン政府関係者も激励すると同時に、治安当局や地域のジルガ（長老会）も安全を保障いたしております。

微力ながら、アフガン復興のために力を尽くす所存でございます。

以上をご連絡いたします。

平成 15年 11月13日

PMS （ペシャワール会医療サービス） 総院長 中村哲

資料2 同事件 現地代表・中村哲医師による日本外務省への回答要望

外務省中東第二課アフガニスタン担当御中

いつもお世話になります。

私どもが11月13日に御報告しました件 (11月2日、アフガン・クナール州の灌漑用水路工事現場で、米軍

ヘリコプター2機が機銃掃射）につき、米軍より匝答があったと聞き及びました。本日の朝日新聞（西部

本社版）によると、「現地の米国大使館のシドニー臨時大使が17日、連合軍副司令官を伴って H本大使館

を訪れ、調査結果を報告、謝罪した」とあります。

私どもと致しましても、今後の安全のために、米軍の回答を確認したいと存じます。

上記の件、文書にてお知らせいただければ幸いです。

2003.11.21 

ペシャワール会現地代表 中村哲
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資料3 同事件につき米国大使館より日本外務省を通じてなされた報告

ペシャワール会現地代表 中村哲殿 平成 15年 11月27日

アフガニスタン東部での米軍ヘリコプターによる銃撃事件に関する資代表からの21日付FAXでの御照会に関し、

これまで外務省が行った申し入れ及びそれに対し米側よりなされた説明等につき御報告申し上げます。

11月12日、在アフガニスタン大使館藤井書記官より藤田ペシャワ ール病院院長代理及び福元広報衰任者に対し本

事件につき問い合わせ、また、 13日、費代表より中東第二課に対し同日付FAXにて今次事件につき連絡を頂きま

した。

これを受け、 15日、当時カプールを訪問中の田中外務大臣政務官より、アフガニスタン移行政権シールザイ外務

副大臣及び在アフガニスタン米国大使館シドニー臨時代理大使に対し、銃撃があったとすれば遣憾である旨述べる

と共に、事実関係の確認及び再発防止策の徹底を申し入れました。 これに対し、シールザイ副大臣及びシドニー臨

時代理大使より直ちに事実関係を究明したい旨応答がありました。

その後、 17日、シドニー臨時代理大使及び連合軍副司令官ククロー大佐より在アフガニスタン日本大使館高川臨時

代理大使に対し下記の通り説明があり、併せ謝罪がなされました。右の概要については、 19日、在アフガニスタン

大使館藤井苔記官より藤田院長代理に御連絡差し上げております。

記

1.事実関係

(1) 当該地点におけるペシャワール会の活動について移行政権より報告はなく、当時米国として右活動につき承知

していなかった。本件調査も当初は日本NGOの人員及び車両に対する発砲事件として調壺を行ったため、米軍の

記録中に本件を発見することができなかったが、その後日本政府側からの更なる説明を受けて公式調査を行ったと

ころ、 11月2日に当該地点で米軍ヘリコプターによる小規模な発砲が行われたことが判明した。

(2) 同日、輸送ヘリコプター編隊4機（先頭に大型輸送ヘリ、次に中型輸送ヘリ、攻撃ヘリコプター2機が追随）が

高度約200フィート（約70m) で編隊飛行中、当該地点で先頭ヘリコプターが下方に水面の飛沫、泥土の飛散を認め

た。無線で連絡を受けた2番機も右を確認し、 ドアに据えられた機銃一丁より北側の地面の粉砕部と水流に向けて10

~20発の弾丸を発した。地上に攻繋者が認められず、反撃も無いことを確認して即時に射撃をやめた。

(3) 護衛位置に付いていた攻撃型ヘリコプターは旋回し、現場を低空飛行して状況を確認したが、攻撃は一切せず

に編隊に戻った。何れのヘリコプターも地上の人員や白いタオル等は視認していない。この地域における唯一の視

認記録として残されているのは、山羊乃至羊の群を連れ、 RPG （対戦車砲）を肩にかけて歩いている人間1名のみ

であった。

2．米からの謝罪

今回の事件に関しお詫びしたい。また故意ではないことを強調したい。しかし米軍ヘリはほぽ毎日地上からの銃

撃等の攻撃を受けており、また、戦闘で友人を失っているため非常に敏感になっている。今回は水飛沫や泥土の飛

散が機関銃で低空ヘリを射繋するときに水面や地表に出来る痕跡に酷似していたため、警戒して射繋を行った（超

低空で飛行する航空機に銃撃を加える場合、打ち始めの銃弾は最初に地面にあたることが多く、航空機の下方の水

飛沫、泥土の飛散は機中からはあたかも攻繋のサインのように見えるとのこと）。

3.再発防止策

(l) 16日夜より当該地点にRo・z (Restricted Overflight Zone) を設定し低空飛行を制限することにした。今後米軍

航空機が当該地点を低空で飛行することはない。

(2) コンピューター・システムに正確な地域の情報を入力し今回のような事故を防ぐため、できるだけの情報を日

常的に知らせて頂きたい。特に爆発物の使用等は必ず連絡してほしい。また、この種の連絡は政府ルートの他に、

ジャララバード米PRT司令部にも知らせて頂きたい。 PRTには文民も含まれているので、必要に応じ積極的に

接触してほしい。

外務省中東アフリカ局中東第二課長 相星 孝一

資料4 上報告につきペシャワール会側から再度なされた返答

外務省中東アフリカ局中東第二課 長 相 星 孝一殿 2003年11月28日（送付 12月5日）

ファクスにて文書を受け取りました。以下、 PMS （ペシャワール会医療サービス）側の返答をお伝え

します。

記

1. 事実関係で符合しないのは、旋回して確認して、視認したのは「ヤギや羊を連れ、対戦車砲を担いで歩いている

人間1名だけだった」という点。現場は約2kmにわたって600名以上の作業員、職員が居て、掘削機4台、大型ローダ

ー］台などの重機、ダンプカー数台、 トラクター10台以上があり、線状に伸びる水路が視認できないのは奇妙に思わ

れる。「対戦車砲」を確認できるほどの精度ならば、この報告は現場のものとは思われない。

2.誤爆や誤射が故意でないことは当然である。 「毎日攻撃を受け、戦友を失っ た兵士が敏感になっている」というが、

当方にも空爆や誤爆で親族を失った作業員 ・地域住民が少なからずいて、敏感になっていることにも思いを致して

欲しい。

3. 「警戒して射撃した」というのも適切ではない。確認の上攻撃するのが常道である。

4．再発防止については、ひとえに軍側の注意と責任ある行動による。 PMSは現地の正式行政機関と日本大使館に報

告しても、米軍機関とは一切接触することは考えていない。ジャララバード米PRT司令部との接触は、「米軍協力

者だ」と住民に誤認されて却って危険である。以上。

PMS （ペシャワ ール会医療サービス）総院長 中村 哲
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＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

ラ
マ
ダ
ン

P
M
S
医
師

（断
食
月
）

十
月
二
十
八
日
か
ら
ラ
マ
ダ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
の
断

食
月
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ラ
マ
ダ
ン
に
入
る
と
外

来
患
者
さ
ん
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
病
院
の
勤
務
時

間
に
も
変
更
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
仕
事
は
午
前
八

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
昼
休
み
が

一
時
間
あ
り

ま
す
。
ラ
マ
ダ
ン
中
は
昼
食
時
間
が
な
い
の
で
、
そ

の
昼
休
み
の

一
時
間
を
差
し
引
い
て
午
後
三
時
に
終

わ
り
で
す
。
昼
の
休
憩
が
な
い
代
わ
り
に
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
は
三
十
分
の
お
祈
り
の
時
間
が
保
証
さ
れ
、

お
祈
り
の
間
に
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
職
員
は
食
事
を
し
ま
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
M

s病
院
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
気
兼
ね
な
く
水
を
飲
ん
だ

り
、
昼
食
も
と
れ
ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ン
側
の
職
場
で

は
、
完
全
に
断
食
体
制
に
入
る
た
め
日
本
人
ワ
ー
カ

仲
地
省
吾

ラ
マ
ダ
ン
の
意
義
を
理
解

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す

ー
の
皆
も
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
鷲
い
た
こ
と

に
ワ
ー
カ
ー
の
中
に
は
イ
ス
ラ
ム
の
職
員
と
一
緒
に

断
食
を
遂
行
す
る
者
（
橋
本
さ
ん
や
鈴
木
さ
ん
）
も

い
て
、
大
変
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
断
食
と
い
っ
て

も
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
間
だ
け
で
す
か
ら
、
今

の
様
な
涼
し
い
季
節
の
ラ
マ
ダ
ン
は
比
較
的
し
の
ぎ

や
す
い
そ
う
で
す
。
こ
の
ラ
マ
ダ
ン
は
約
二
週
間
ず

つ

一
年
ご
と
に
ず
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、

一
回
転
す

る
の
に
二
十
年
く
ら
い
は
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
夏
の
猛
暑
は
五
十
度
近
く
に
も
な
り
、
通

常
の
夏
で
も
日
射
病
で
死
亡
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
頻
繁
に
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
真
夏
の
ラ
マ
ダ

ン
の
苦
し
さ
は
想
像
を
絶
し
ま
す
。
ラ
マ
ダ
ン
の
断

食
は
十
五
才
以
上
か
ら
始
め
ま
す
。
我
が

P
M
S
の

職
員
は
ほ
と
ん
ど
が
若
年
層
な
の
で
、
み
ん
な
ま
だ

夏
の
ラ
マ
ダ
ン
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
ラ
マ
ダ
ン
中
は
嬉
し
い
こ
と
と
厳
し

い
こ
と
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
は
、
患

者
数
が
ぐ
ん
と
減
っ
て
病
院
内
が
穏
や
か
に
な
り
、

勤
務
時
間
も
早
く
終
了
す
る
こ
と
で
す
。
厳
し
い
の

は
病
院
食
の
昼
食
と
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
が
同
じ
に
な

る
こ
と
で
す
。
ラ
マ
ダ
ン
期
間
中
は
基
本
的
に
昼
食

は
な
い
と
い
う
の
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

お
か
げ
で
夕
食
が
美
味
し
い

う
か
、
食
堂
で
は
夕
食
の
準
備
だ
け
を
し
て
お
り
、

昼
食
を
と
る
日
本
人
な
ど
は
そ
の
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー

を
昼
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

P

M
S
の
病
院
食
は
日
本
の
食
事
の
イ
メ
ー
ジ
と
比
べ

る
と
お
そ
ろ
し
い
ほ
ど
単
純
で
す
（
内
容
は
多
少
変

わ
っ
て
も
味
付
け
は
一
週
間
同
じ
と
い
う
不
思
議
な

メ
ニ
ュ
ー
）
。
し
か
し
、
幸
い
に
そ
れ
以
上
に
私
の

胃
は
も
っ
と
単
純
に
で
き
て
い
て
、
空
腹
で
あ
り
さ

え
す
れ
ば
何
で
も
お
い
し
く
、
私
は

P
M
S
に
赴
任

内視鏡の実地指導を行う仲地医師
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し
て
以
来
現
地
の
食
事
を
ま
ず
い
と
思
っ
た
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ラ
マ
ダ
ン
中
は
昼
食

と
夕
食
が
同
メ
ニ
ュ
ー
で
、
し
か
も
夕
食
は
五
時
過

ぎ
の
非
常
に
早
い
時
間
に
始
ま
り
ま
す
の
で
、
さ
す

が
に
昼
食
を
と
る
と
夕
食
に
は
ま
っ
た
く
食
欲
が
わ

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
ラ
マ
ダ
ン
の
後
半
か
ら
私
も
昼

食
抜
き
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
夕
食
が
と
て
も
お
い
し

く
な
り
一
件
落
着
で
す
。
ラ
マ
ダ
ン
中
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
気
持
ち
を
は
ん
の
少
し
だ
け
理
解
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。

夕
食
時
は
い
ろ
い
ろ
買
い
足
し
し
た
り
自
分
た
ち

で
も
料
理
し
た
り
し
て
病
院
の
職
員
達
も
み
ん
な
集

ま
っ
て
楽
し
そ
う
に
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
ラ
マ
ダ

ン
中
の
夕
食
は
と
て
も
大
切
で
、
各
家
庭
で
は
家
族
、

クナール川の沿々たる流れ

ラ
マ
ダ
ン
明
け
の
連
休
が
イ
ー
ド
で
、
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
と
っ
て
は
一
年
で
一
番
嬉
し
い
祝
日
で
す
。

こ
こ
で
は
正
月
は
ま
っ
た
く
普
通
の
平
日
扱
い
で
す

か
ら
、
イ
ー
ド
は
日
本
で
い
え
ば
正
月
と
盆
と
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
合
わ
せ
た
ぐ
ら
い
の
規
模
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
入
院
息
者
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
帰
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
日
本
の
病
院
の
様
に

一
時
外
泊
と
い
う
習
慣
は
あ
ま
り
な
く
、
少
々
症
状

が
残
っ
て
い
て
も
退
院
す
る
の
で
す
。
七
十
床
の
内
、

残
っ
て
い
る
の
は
数
人
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
す
。
当

然
ド
ク
タ
ー
達
も
こ
の
間
は
日
当
直
を
し
た
く
な
い

の
で
、
日
本
人
医
師
の
私
と
柴
田
医
師
で
ま
か
な
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
イ
ー
ド
休
日
は
四
連
休

で
、
訪
れ
る
外
来
患
者
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、

日
当
直
と
い
う
拘
束
状
態
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と

て
も
静
か
な
休
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ー
ド
が
終
わ
る
と
ま
た
新
し
い
年
が
始
ま
る
と

い
う
感
じ
で
す
。
ま
た
改
め
て
気
を
引
き
締
め
て
働

こ
う
と
思
い
ま
す
。

盆
と
正
月
と

G

W
が
一
緒
に
来
た
よ
う
な

親
戚
や
知
人
が
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
様
で
す
。
改

め
て
家
族
の
絆
を
強
く
す
る
月
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
ラ
マ
ダ
ン
も
十
一
月
二
十
万
日
が
最
終
日
で
し

た
。
一
―
十
五
日
の
夜
は
街
中
が
嬉
し
い
の
か
、
ビ
ス

ト
ル
、
ラ
イ
フ
ル
、
大
砲
り
の
音
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
聞
こ
え
ま
し
た
。
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一
帯
の
荒
地
よ
リ
更
に
す
さ
ん
だ
地
面
と
し
か
見
え
な
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い
墓
地
の
上
方
に
、
枯
草
を
巻
き
上
げ
、
土
埃
の
柱
が
立
つ
。
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ぷょよ

ジ

ャ

マ
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・
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チ

ャ

マ
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く

の

難

民

地

区

か

ら

で
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ガ
ズ
ニ
近
郊
の
村
へ
戻
っ
て
三
年
、
生
活
は
戦
時
以
上
に
逼

Pe●
 

迫
し
て
い
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
へ
の
流
出
時
、
故
郷
へ
の
出

r

ふぷ

2

ょ
撃
て
、
派
閥
や
族
長
か
ら
の
給
付
が
生
活
の
糧
を
も
た
ら
す

i.
ぃ

哀
し
い
現
実
を
抱
え
な
が
ら
、
一
家
五
人
は
食
い
つ
な
い
て

ぶ

t
 

↑
 

ょ

．．
 ↓ 

ふ

き

た

。

゜
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ぷ
帰
郷
し
て
三
年
、
カ
レ
ー
ズ
は
涸
れ
果
て
た
ま
ま
て
あ
る

,
収
穫
は
無
に
等
し
い
年
を
重
ね
て
い
る
。

L
い

よ

難

民

地

区

て

も

ジ

ャ

マ

ル

は

小

作

人

の

生

活

だ

っ

た

。

ク

tで

ェ
ッ
タ
か
ら
時
折
や
っ
て
く
る
地
主
は
、
善
粟
を
植
え
な
け

T

ょ↑
 

t
 

よ
れ
ば
水
を
廻
さ
な
い
、
と
い
っ
た
も
の
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
｀

~. 

3

る
国
の
政
府
が
派
遣
し
た
青
年
達
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

r

ぶ
水
だ
っ
た
。
青
年
達
は
、
噴
出
す
る
水
の
下
て
歓
声
を
上
げ

t

ぷよ
そ
の
国
の
国
旗
を
掲
げ
、
喜
色
満
面
、
記
念
撮
影
を
し
て
去

t.
~. 

っ
た
。
や
が
て
地
主
は
、
そ
の
水
を
用
い
る
農
夫
や
家
畜
の

ふ
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ぷ
持
主
に
金
を
要
求
す
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リ
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地
下
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千
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年
の
歴
史
を
終
え
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そ
の
地
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に
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、
水
を
め
ぐ
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る
刺
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し
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感
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て
い
っ
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だ
っ
た
。

ぷよょ
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マ
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T
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ダ
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。
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ジ
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マ
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、

t

足
元
の
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か
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、
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薪
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。

• t.ヽ

ぶ

F
 

し

ジ

ャ

マ

ル

は

、

来

年

こ

そ

は

何

と

か

水

を

引

い

て

、

と

小

．
t
●
 ↓

 

ふ
作
人
だ
か
ら
こ
そ
の
希
望
を
思
い
、
大
き
く
息
を
吸
う
。

T
 .

.

 

i:i:99:
i
:
,：i
:99.99.t:9,9,0,．り，



，
 

ペシャワール会報 No.78 2003年12月17日

米
軍
の
ヘ
リ
が
頭
上
を
飛
び
交
う
ク
ナ
ー
ル
川
で
、

日
々
用
水
路
建
設
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

ん
な
ふ
う
に
書
く
と
な
ん
だ
か
大
げ
さ
に
聞
こ
え
て

し
ま
い
、
不
安
な
心
境
で
び
く
び
く
作
業
を
し
て
い

る
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
実
際
に
は
ス

タ
ッ
フ
（
日
本
人
も
ア
フ
ガ
ン
人
も
）
に
そ
ん
な
こ

と
を
気
に
し
て
い
る
余
裕
は
全
く
な
い
、
と
い
う
の

が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
冬
、
最
も
河
川
水
位
が
下
が

る
状
態
で
通
水
を
行
う
た
め
、
重
機
（
エ
ク
ス
カ
ベ

ー
タ
11
掘
削
機
四
台
、
ロ
ー
ダ
ー
一
台
、
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
七
台
）
と
、
作
業
貝
六
百
人
に
よ
る
作
業
が
、

淡
々
と
行
わ
れ
る
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
求
め
ら
れ

る
仕
事
も
、
ア
フ
ガ
ン
人
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
完
全
な
サ

ポ
ー
ト
に
徹
し
て
い
た
初
期
に
比
べ
、
積
極
的
に
牽

引
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
場
面
も
徐
々
に
増
え
て

き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
遅
れ
る
こ

用
水
路
建
設
、
米
ヘ
リ
下
で
も
黙
々
と

用
水
路
・
灌
漑
計
画
担
当

鈴

木

学

用
水
路
建
設
は

増
水
前
の
集
中
工
事
で
す

蛇
箱
作
成
は
イ
ー
ド
前
に
完
了

ク
ナ

と
が
当
た
り
前
の
こ
ち
ら
の
事
業
に
お
い
て
、

ー
ル
川
の
増
水
開
始
時
期
は
待
っ
て
く
れ
な
い
た
め

時
間
勝
負
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

実
際
に
用
水
路
C
地
区
の
発
破
作
業
中
に
米
軍
の

ヘ
リ
に
発
砲
さ
れ
た
と
き
も
、
中
村
医
師
を
中
心
に

近
く
の

A
地
区
の
護
岸
工
事
に
つ
い
て
皆
で
真
剣
に

検
討
し
て
い
る
最
中
で
、
自
分
は
低
空
で
旋
回
す
る

ヘ
リ
の
音
で
中
村
医
師
の
声
が
聞
き
取
れ
ず
に
い
ら

い
ら
し
た
記
憶
が
あ
る
。
現
場
は
そ
う
い
っ
た
状
況

で
あ
り
、
攻
撃
用
ヘ
リ
の
旋
回
す
る
下
を
米
軍
車
両

の
大
行
列
が
延
々
続
く
日
も
、
輸
送
用
ヘ
リ
と
そ
の

後
ろ
に
必
ず
つ
い
て
く
る
攻
繋
用
ヘ
リ
が
忙
し
そ
う

に
飛
び
交
う
普
段
の
日
も
、
水
路
の
工
事
は
朝
六
時

半
か
ら
淡
々
と
進
め
ら
れ
る
（
こ
の
一
ヶ
月
間
は
ラ

マ
ダ
ン
期
間
だ
っ
た
た
め
日
本
・
ア
フ
ガ
ン
両
ス
タ

ッ
フ
、
作
業
員
全
員
が
休
憩
・
飲
食
の
時
間
を
入
れ

ず
に
七
時
間
を
一
気
に
働
い
た
）
。

現
在
、
取
水
口
か
ら

D
地
区
の
溜
め
池
（
約
ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
ま
で
お
よ
そ
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間

で
集
中
工
事
を
展
開
中
だ
。
同
時
に
、
取
水

D
工
事

の
た
め
に
は
ク
ナ
ー
ル
川
を
一
時
的
に
堰
き
止
め
、

川
の
水
を
夏
の
増
水
時
期
に
で
き
る
支
流
に
流
す
エ

事
が
必
要
と
な
る
。
で
き
る
だ
け
河
川
水
面
を
下
げ

た
状
態
を
つ
く

つ
て
、
取
水
口
（
水
門
）
工
事
を
よ

り
容
易
に
安
全
に
行
い
た
い
た
め
だ
。
し
た
が
っ
て

今
、
取
水
口
の
四
百
メ
ー
ト
ル
上
流
地
点
に
は
、
川

幅
百
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
ク
ナ
ー
ル
川
の
真
ん
中
ま

で
堰
が
突
き
出
て
い
る
。
イ
ー
ド
明
け
に
工
事
を
再

開
す
れ
ば

一
週
間
で
築
堤
工
事
を
完
了
で
き
る
状
態

で
あ
る
。
こ
の
進
行
中
の
築
堤
工
事
と
、
工
事
に
よ

っ
て
川
の
水
が
来
る
対
岸
地
区
の
護
岸
・
制
水
工
事

じ
や
か
ご

は
、
す
で
に
蛇
籠

(11
布
団
籠
。
九
十
個
）
も
使
用

し
て
イ
ー
ド
前
に
大
急
ぎ
で
完
了
さ
せ
た
。

クナール川の築堤工事（手前に大量の蛇籠が見える）
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用水路の掘削現場。全長16キロに及ぶ

イ
ー
ド
直
前
の

一
週
間
で
こ
の
対
岸
工
事
を
早
急

に
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
エ
ク
ス
カ

ベ
ー
タ
を
一
台
対
岸
に
送
る
必
要
が
あ
っ
た
。

一
日

が
か
り
で
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
を
対
岸
に
送
っ
た
と
き

（
ク
ナ
ー
ル
川
に
は
橋
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
対

岸
を
工
事
す
る
た
め
に
は
一
度
橋
の
あ
る
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
近
く
ま
で
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
で
戻
っ
て
か
ら
、

ク
ナ
ー
ル
川
の
左
岸
を
再
び
悪
路
を
十
数
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
登
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
ま
け
に
対

岸
の
道
が
崩
れ
て
い
た
た
め
、
数
キ
ロ
手
前
で
河
原

に
下
り
、
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
で
道
を
つ
く
り
な
が
ら

現
場
ま
で
た
ど
り
着
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
に
は
、

自
分
の
読
み
の
甘
さ
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
大
変
苦

労
を
か
け
た
。

休
日
の
金
曜
に
も
か
か
わ
ら
ず
下
見
に

一
日
つ
き

あ
っ
て
い
た
だ
き
、
土
曜
の
当
日
に
は
八
時
間
か
け

？ 

寸

’̀  

｀ ミゞ
9,.. 
．ヽ・
． 

J)'t 

=・ 
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掘
削
機
の
運
搬
も
＿
日
が
か
り

し
か
し
、
冷
静
に
場
所
と
情
勢
を
考
え
る
と
き
、

自
分
ひ
と
り
で
は
何

―
つ
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
こ
の
日
は
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
特
別
に
、

頼
も
し
い
先
輩
二
人
と
仕
事
が
で
き
る
現
在
の
自
分

の
境
遇
に
感
謝
し
た
。
ま
た
、
普
段
の
忙
し
さ
に
ラ

マ
ザ
ン
期
間
中
と
い
う
厳
し
い
条
件
も
重
な
っ
た
こ

の

一
ヶ
月
間
、
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
と

し
て
助
人
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
石
橋
さ
ん
に
は
、

清
宮
さ
ん
も
自
分
も
ず
い
ぶ
ん
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
信
頼
で
き
る
日
本
人
ス
タ

ッ
フ
チ
ー
ム
の

強
固
な
連
携
な
し
に
は
、
水
路
事
業
と
い
う
困
難
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
こ
と
自
体
ま
ず
不
可

能
で
あ
る
。
時
に
は
冗
談
や
親
父
ギ
ャ
グ
で
疲
れ
た

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
仕
事
の
時
は
き
っ
ち
り
自

分
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
、
カ
ナ
ル
の
現
場
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
だ
。

自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

て
途
中
か
ら
道
の
な
い
河
原
を
き
っ
ち
り
誘
導
し
て

い
た
だ
い
た
消
宮
さ
ん
。
現
場
で
の
仕
事
を
終
え
た

後
（
午
後
三
時
）
、
途
中
で
の
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
故

障
を
考
え
て
（
見
事
に
は
ず
れ
た
）
車
で
対
岸
に
向

か
う
自
分
を
冷
静
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
的
確
な
指
示
で

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
到
着
す
る
八
時
半
ま
で
一
緒
に

探
し
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
橋
本
さ
ん
。
結
果
的
に

は
エ
ク
ス
カ
ベ
ー
タ
も
送
る
こ
と
が
で
き
、
皆
無
事

で
あ
っ
た
た
め
言
う
こ
と
な
し
だ
。
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「
縁
の
下
」
で
雑
務
全
般
を
担
当

会
貝
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
勤
務
開
始
以
来
七
ヶ
月
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事

務
所
の
オ
フ
ィ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
配
属
さ
れ
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

水
源
確
保
、
用
水
路
建
設
、
農
業
計
画
は
い
ま
や

正
規
ス
タ
ッ
フ
約
百
五
十
人
、
日
扉
い
労
働
者
約
八

百
人
を
抱
え
る
大
所
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
オ
フ

ィ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
れ
ら
の
人
達
が
現
場
で
働
く

の
を
裏
方
で
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在
で
す
。

具
体
的
に
は
、
機
械
・
車
両
・
道
具
な
ど
の

一
切
の

必
要
資
機
材
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
、
各
役
所
へ
の
許

可
申
請
・
折
衝
な
ど
を
行
っ
た
り
、
ス
タ

ッ
フ
の
採

用
・

昇
給
な
ど
人
事
を
管
理
し
た
り
と
、
現
場
で
働

く
ス
タ
ッ
フ
が
最
大
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

雑
務
全
般
を
こ
な
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
私
も
そ

う
し
た
オ
フ
ィ
ス
の
性
格
を
受
け
て
、
そ
の
時
々
に

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
駐
在

大

越

猛

井
戸
と
用
水
路
建
設
の
事
務
方

で
奮
闘
中
で
す

と
き
に
は
「
説
教
」
も

必
要
と
さ
れ
る
様
々
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
の
多
く
は
そ
れ
自
体
日
本
人
で
な

く
と
も
で
き
る
も
の
で
す
が
、

最
近
日
本
人
で
あ
る

自
分
が
彼
ら
と
と
も
に
仕
事
を
す
る
こ
と
の
意
義
が

あ
る
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は

P
M
S
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
会
員
の
方
々
の
想
い
を
少
し
で
も
代
弁
す

る
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
活
動
の
様
子
を
記

録
に
収
め
、
日
本
側
へ
伝
え
る
こ
と
も
私
の
仕
事
の

―
つ
で
す
が
、
あ
る
日
用
水
路
の
掘
削
の
様
子
を
映

像
に
収
め
る
た
め
に
、

工
事
現
場
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

五
、
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
私

が
来
訪
の
目
的
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
笑
い
出

し
「
何
だ
、
撮
影
に
き
た
の
か
。
そ
ん
な
の
は
遊
び

に
来
た
よ
う
な
も
ん
だ
な
。
俺
達
は
大
変
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
に
、
君
は
呑
気
な
も
ん
だ
な
あ
。
」
と

い
う
の
で
す
。
私
は
、

一
瞬
耳
を
疑
い
ま
し
た
が
、

気
を
と
り
直
し
て
言
い
ま
し
た
。
「
君
達
は
自
分
達

が
全
て
独
力
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い

る
よ
う
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
の
工
事
費
用
や
君
達
の

給
料
を
負
担
し
て
い
る
の
が
誰
な
の
か
考
え
た
こ
と

が
あ
る
の
か
い
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
全
て
、
日
本
の

ド
ナ
ー
（
寄
付
者
）
が
苦
労
し
て
自
分
で
稼
い
だ
お

金
か
ら
善
意
で
削

っ
て
出
し
て
く
れ
た
も
の
な
ん
だ
。

そ
う
し
た
人
々
の
厚
意
に
応
え
、
工
事
の
進
捗
状
況

を
報
告
す
る
仕
事
が
本
当
に
遊
び
だ
と
思
う
か
い
」。

彼
ら
は
、
ハ

ッ
と
し
た
様
子
を
見
せ
、
す
ぐ
に
謝
っ

て
く
れ
、
そ
れ
か
ら
は
と
て
も
協
力
的
に
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
病
院
と
連
絡
を
取
り
、
必
要
な
ア
レ
ン
ジ
を

す
る
の
も
私
の
仕
事
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
現
地
ス

聖牛（トライアングル・ポット）の製作風暴
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も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
に
悪
気
が
あ
ろ
う
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
ん
な
や
り
と
り
が
と
き
ど
き
交
わ
さ
れ
ま

す
。
日
本
へ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
彼
ら
の
中
に
は
、

P

M
S
の
運
営
資
金
が
、
ア
フ
ガ
ン
の
困
っ
た
人
た
ち
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
、
多
く
の
ド
ナ
ー
の
善
意
の
結

晶
で
あ
る
こ
と
に
思
い
が
至
ら
ず
、
ど
こ
か
ら
か
無
尽

蔵
に
湧
き
出
て
来
る
か
の
よ
う
に
思
い
、
そ
れ
が
と
き

に
コ
ス
ト
意
識
の
低
下
や
、
仕
事
ぶ
り
に
影
聾
す
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
私
も
日
本
人

ワ
ー
カ
ー
の

一
人
と
し
て
、

言
う
べ
き
こ
と
は
は
っ
き

り
言
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
仕
事
を
し
、
ド
ナ
ー
の

皆
さ
ん
の
想
い
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
金
が
実
際
に
少
し
で
も
多
く
の
成
果

と
な
り
、
ア
フ
ガ
ン
の
困
っ
た
人
々
に
恵
み
と
し
て

届
く
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
だ
と
考
え
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

会
員
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

タ
ッ
フ
の
人
に
も
話
を
し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
通

話
料
が
非
常
に
高
く
、
要
領
良
く
話
さ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
あ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
頼

む
と
、
彼
は
「
大
丈
夫
、
高
く
て
も
僕
や
君
の
ポ
ケ

ッ
ト
か
ら
出
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
気
に
す
る

こ
と
な
ん
か
無
い
よ
」
と
笑
い
飛
ば
す
始
末
。
そ
ん

な
と
き
に
も
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
の
説
教
が
始
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ペシャワール会2004年カレンダー
「風の光陰」 （画・甲斐大策）

最終予約、同封ハガキで！

すでにご予約の方は現在発送中です

恒例となっておりますペシャワール会カレンダーが完成致しました。本年も、毎号の表

紙絵を飾る甲斐大策氏の作です。

タイトルは「風の光陰」。アフガニスタンとその周辺の二千数百年を一挙に駆け抜ける

ような壮大なテーマで、紀元前 2世紀半ばの

ギリシャ王と印度聖者の問答、そして圧巻の

バーミヤーン大涅槃仏 (300余 m)、ガズニ

朝の栄華等、アフガニスタン周辺の土地に生

きた人々が7点の絵に描かれております。

価格は 1500円（税込。送料不要）です。

同封のハガキで最終予約を受け付けております。

（代金は専用の郵便払込用紙をカレンダーと

同送致しますので、会の振込用紙をお使いに

ならないようご注意下さい）

＊甲斐氏の「表紙絵をめぐる小さな物語」が『聖

愚者の物語』 （石風社、 1890円）として刊行さ

れました。こちらも同封のハガキでご注文できます。

乙ヒ；；ツ‘
・丸唸紅、し＇．

し s,.,、9
＾海”/

~~J,; 
ノ

表紙画「往く 者、とどまる者」

＊カレンダーのサイズは420mmX530mm
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こ
の

一
ヶ
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ラ
マ
ダ
ン

（
断
食
月
）
で
あ
っ
た
。
日
の
出
て
い
る
間
は
一

切

の
物
を
口
に
出
来
な
い
。
昼
食
は
も
ち
ろ
ん
水
や
お

茶
、
タ
バ
コ
や
歯
を
磨
く
こ
と
す
ら
出
来
な
い
の
だ
。

そ
し
て
私
も
こ
の
ラ
マ
ダ
ン
に
挑
戦
し
た
。
ま
ず

は
早
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
、
な
の
で
、
起
き

そ
び
れ
て
朝
食
抜
き
の
二
十
四
時
間
何
も
食
べ
な
い

で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
羽
目
に
も
何
度

か
な
っ
た
。
し
か
し
、
な
に
よ
り
も
つ
ら
か
っ
た
の

は
水
や
お
茶
が
飲
め
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
い

ぶ
寒
く
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
日
中
少
し
動
け
ば
汗

は
出
る
。
ま
た
、
休
日
何
も
口
に
し
な
い
で
過
ご
す

一
日
も
意
外
と
き
つ
か
っ
た
。
夕
方
、
ア
ザ
ー
ン

（
モ
ス
ク
か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
礼
拝
の
時
を

人
々
に
報
せ
る
。
ラ
マ
ダ
ン
期
間
は
夕
方
の
ア
ザ
ー

ン
が
食
べ
物
を
口
に
し
て
よ
い
合
図
と
な
る
）
が
聞

こ
え
て
く
る
三
十
分
ほ
ど
前
か
ら
人
々
は
準
備
さ
れ

た
夕
食
を
前
に
今
か
今
か
と
ナ
ン
（
現
地
の
パ
ン
）

正
念
場

農
業
計
画
担
当

橋
本
康
範

を
手
で
丸
め
な
が
ら
待
ち
わ
び
る
。
そ
し
て
ア
ザ
ー

ン
後
の
食
に
あ
り
つ
く
そ
の
姿
勢
は
ど
ん
な
大
食
い

大
会
に
出
て
く
る
選
手
よ
り
も
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ

っ
た
。
私
も
そ
ん
な
一
人
に
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
ラ
マ
ザ
ン
の
真
っ
只
中
、
高
橋
さ
ん
（
農

業
指
導
員
）
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
高
橋
さ
ん
も

II

ミ
ニ
・
ラ
マ
ダ
ン
“
を
体
験
さ

れ
て
い
っ
た
。
昼
食
や
お
茶
を
抜
き
、
さ
す
が
に
大

好
き
な
タ
バ
コ
は
吸
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
、
現
地
の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
か
ら
、
と

言
っ
て
だ
い
ぶ
我
慢
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
さ
ら

に
過
酷
な
条
件
の
中
、
お
茶
八
百
五
十
本
の
植
え
付

け
、
ブ
ド
ウ
の
移
植
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
ソ
ル
ゴ

ー
な
ど
の
現
地
適
応
作
物
の
調
査
、
発
芽
•
発
育
不

良
で
あ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
調
査
、
用
水
路
へ
の

植
樹
品
種
の
調
査
、
そ
し
て
サ
イ
レ
ー
ジ
（
飼
料
）

作
り
、
を
行
っ
た
。
一
年
を
通
し
て
農
業
に
関
し
て

今
が
最
も
重
要
な
時
期
、
ま
た
、
将
来
の

P
M
S
の

農
業
計
画
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
作

業
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
大
変
な
時
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
高
橋
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
非

常
に
心
強
か
っ
た
。

井
戸
の
方
は
用
水
路
の
ほ
う
へ
多
く
の
人
員
を
配

置
し
て
い
る
た
め
、
一
部
の
地
域
で
の
活
動
は
縮
小

し
て
き
て
い
る
も
の
の
（
ア
チ
ン
郡
で
は
い
よ
い
よ

最
後
の
井
戸
の
作
業
に
入
っ
て
い
る
）
、
日
々
七
十

本
ほ
ど
の
井
戸
の
掘
削
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
手
が
け
て
い
る
四
つ
の
灌
漑
用
井
戸
か
ら
も
水
が

出
始
め
何
と
か
小
麦
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
っ
た
。
現

在
は
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
の
設
置
に
追
わ
れ
て
い
る

（
こ
れ
を
早
く
済
ま
せ
て
し
ま
わ
な
い
と
各
畑
で
小

麦
や
ク
ロ
ー
バ
ー
の
播
種
を
し
て
し
ま
い
、
乾
い
た

畑
を
道
路
代
わ
り
に
使
用
し
て
い
る
現
在
、
物
品
の

輸
送
が
困
難
に
な
る
）
。

用
水
路
の
ほ
う
も
来
年
二
月
ま
で
”
用
水
路
D
地

区
ま
で
の
通
水
“
を
目
標
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

水
深
が
最
低
と
な
る
こ
の
時
期
、
取
水
口
の
建
設
、

緑が蘇ったダラエ・ヌールの農場
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そ
の
た
め
の
川
の
堰
き
止
め
、
ま
た
、

B
.
C
地
区

に
立
ち
は
だ
か
る
巨
石
の
爆
破
、
各
地
区
で
の
蛇
籠

の
設
置
準
備
と
大
詰
め
を
迎
え
、
早
朝
五
時
か
ら
タ

方
ま
で
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
な
か
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
必

死
に
任
務
を
全
う
し
た
。
今
は
ラ
マ
ダ
ン
も
終
わ
り

イ
ー
ド
（
ラ
マ
ダ
ン
明
け
の
祭
礼
、
ご
馳
走
や
晴
れ

着
を
用
意
し
て
親
戚
友
人
の
家
を
訪
問
す
る
、
日
本

で
い
う
正
月
の
雰
囲
気
が
あ
る
）
を
迎
え
て
い
る
。

政
府
、
国
連
、
他
の

N
G
O
が
大
抵
五
日
か
ら

一

< •• 
• 9 _ .-' 

ダラエ・ヌールの灌漑用大井戸

八
月
二
十
二
日
、
成
田
発
。

太
陽
を
追
い
か
け
て
、
引
き
離
さ
れ
て
、
首
都
イ

ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
着
い
た
の
は
夜
で
し
た
。
出
発
前、

現
地
は

「酷
暑
」
と
言
わ
れ
て
身
構
え
な
が
ら
降
り

立
っ
た
空
港
の
風
は
涼
し
く
、
街
は
深
夜
に
も
関
わ

ら
ず
人
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

は
や
三
ヶ
月

生
活
、

病
気
、

患
者
も

P
M
S
医
師

柴
田
俊

そ
し
て

「
日
本
と
違
う
」

週
間
ほ
ど
イ
ー
ド
休
み
を
設
け
、
国
連
、
他
の

N
G

0
ス
タ
ッ
フ
に
い
た
っ
て
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
出

て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
な
ど
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
休
暇
を
楽

し
む
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
ま
た
、
現
在
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
情
勢
か
ら
早
々
と
活
動
規
模
を
縮
小
し

た
り
撤
退
し
た
り
し
て
い
る
機
関
も
中
に
は
あ
る
。

我
々
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
残
り
、
米
軍
の
ヘ
リ
が

頭
上
を
飛
ぶ
中
、
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
鍋
を
し
た

り
、
生
き
た
鶏
を
買
っ
て
ぎ
て
新
鮮
で
豪
快
な
一
羽

ね
丸
ご
と
蒸
し
や
、
か
ら
楊
げ
、
グ
ラ
タ
ン

、
は
た

ま
た
天
婦
羅
、
ア
イ
ス
な
ど
、
ア
フ
ガ
ン
で
手
に
入

る
材
料
、
道
具
を
最
大
限
に
工
夫
、
利
用
し
て
手
料

理
を
作
っ
た
り
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
家
を
訪
問
し
た

り
と
我
々
な
り
の
イ
ー
ド
休
暇
（
料
理
）
を
楽
し
ん

だ
。
そ
し
て
、
い
つ
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
不
安

定
な
情
勢
を
見
据
え
て
我
々
は
イ
ー
ド
休
み
を
三
日

に
短
縮
し
、
明
日
か
ら
ま
た
再
び
＂
戦
場
“
へ
向
か

う
。
今
こ
そ
我
々
の
出
番
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
車
で
約
三
時
間
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
病
院
に
到
着
し
た
の
は
、
数
時
間
後
に
は

日
の
出
を
迎
え
よ
う
と
い
う
頃
、
案
内
を
受
け
た
部

屋
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
機
上
の
疲
れ
も
異
国
の
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
た
ま
ま
中
々
寝
付
け
ず
、
よ
う
や
く
眠

気
を
催
し
た
の
は
窓
の
外
が
よ
う
や
く
白
く
な
り
始

め
た
頃
、
そ
れ
が
こ
の
国
で
の
初
日
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
早
三
ヶ
月
、
夏
の
暑
さ
も
過
ぎ
、
も
う

ス
ト
ー
プ
が
必
要
な
季
節
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
で
の
勤
務
、
カ
ラ
チ
の

病
院
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
（
瀬
疾
）
の
研
修
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
内
の
診
療
所
・
農
場
そ
し
て
灌
漑
工
事
現

場
の
訪
問
等
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
つ
く
づ
く
も
思

う
の
は
、
此
処
が
「
日
本
と
違
う
」
と
い
う
事
で
し

た
。
こ
れ
は
当
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
の
事
で

は
あ
る
の
で
す
が
、
政
教
分
離
を
成
し
、
時
々
に
し

か
宗
教
を
思
わ
せ
ず
、
整
然
と
し
（
此
処
に
比
べ
れ

ば
日
本
が
如
何
に
整
然
と
し
て
い
る
事
か
！
）
、
各
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戸
に
電
気
が
あ
り
水
道
が
あ
り
ガ
ス
が
あ
る
と
い
う

の
が
不
思
議
に
思
え
る
程
に
こ
こ
は
異
国
で
し
た
。

気
を
使
っ
女
性
患
者
の
診
察

そ
し
て
そ
れ
は
、
医
療
面
で
も
同
じ
で
し
た
。

ま
ず
病
気
が
違
い
ま
す
。
勿
論
、
風
邪
や
生
活
習

慣
病
な
ど
は
こ
ち
ら
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
、
マ
ラ
リ
ア
や
チ
フ
ス
な
ど
、
日
本
で
は
先
ず

PMSラシュト診採所（パキスタン）の患者さん

「
ま
ず
慣
れ
る
事
か
ら
」
と
思
い
つ
つ
こ
ち
ら
に
来

変
に
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く

お
目
に
か
か
れ
な
い
病
気
の
患
者
さ
ん
や
お
い
そ
れ

と
病
院
に
か
か
れ
な
い
環
境
の
為
か
、
結
構
悪
く
な

っ
て
か
ら
来
ら
れ
る
方
が
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で

す。

また、女性の患者さんへの診察・処置につ

いてもかなり気を使わなければなりません。

胸や腹などを匝接触る事はおろか、見る事さ

えはばかられる状況にあり、畢党、診察の精

度は確実に落ちてしまいます。

これら医療面については、中村医師や仲地

医師を初め、多くの医師が報告されている所

だと思います為、これ以上書きませんが、そ

の一端として、私が明らかに不訓れな外国人

であるという事も関係しているのではと思っ

ています。実際、現地の先生方を含め、端で

見ていと、「あれっ、手を触ってる」「お腹を

診てる」など、こちらが思っている以上に

「普通」に診察をしている場面を時々見かけ

ます。これらは、言葉でコミュニケーション

が取れ、且つ現地の風俗・習慣を了解してい

る事から何が良くて何が駄目かをよくご存じ

な事からかと思われますが、それが患者さん

や家族の人にも安心になっているのではと思

っております。

変 書 で 紙 ＊ ▼ すじか＊ ... 承税で＊ ▼' 
助で‘はご— °のつ会未、 頂 金 す 当 寄りか分 判 、ー奇 記 ハて報使 き控 °会
りか読便郵付 入 ガおの ‘ ま除おは
まりし をは キり発用ヽ すの送法
すやづ局お分 等ま 送の よ対り人ど
゜す ら か 送か おす費切 つ象下格

くいらりり 送 °に ‘とさ し‘
ご場は頂 り未‘手 御なっを た
記合コいや い使年 願りた？だ
入がピたす た 用 間 ハ いまごな讐く
いご 1 郵＜ だの七ガ いせ寄ぃ
たざが便..., け 切 百 キ たん付
だい届払 れ手万を し 。↓――

けま きい ば・円 ま予 つ-任ま
れすま込 幸書以！ すめい土思ヘ
ば ゜すみ いき上▼

0 7，,団▼
←て体

大楷の用 で損か 了は'--

ま
し
た
が
、
む
し
ろ
変
に
慣
れ
て
馴
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
と
に
か
く
安
心
し
て
貰
え
る
事
、
信
頼

と
い
っ
た
大
げ
さ
な
言
葉
で
な
く
、
自
然
に
向
き
合

え
る
事
。
そ
う
い
っ
た
当
然
の
事
が
、
漸
く
実
感
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
ま
で
に
三
ヶ
月
も
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
次
の
三
ヶ
月
に
何
を
お
伝
え
出
来
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ま
で
に
安
心
の
形
を
お
伝

え
出
来
る
様
で
あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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中村哲医師の本

辺境で診る
辺境から見る

【3刷】 1800円

ダラエヌールヘの道
【3刷)2000円

医者井戸を掘る
【9刷]1800円

医は国境を越えて
[6刷)2000円

ペシャワールにて
【8刷】 1800円

空爆ど復興」 1月刊

ーアフガン最前線報告ー 【予］ 1800円

*

―
二
月
六
日
、
ア
フ
ガ
ン
南
東
部
ガ
ズ
ニ
州
の
村
で
、
米

軍
の
機
銃
掃
射
に
よ
っ
て
九
人
の
子
供
達
が
殺
さ
れ
た
。
旧

タ
リ
バ
ン
の
幹
部
を
狙
っ
た
作
戦
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
に
典
じ

る
子
供
達
は
視
界
に
な
か
っ
た
と
い
う
。
私
達
の
用
水
路
建

設
現
場
で
も
‘

―一

月
二
日
、
米
軍
攻
球
用
ヘ
リ
に
よ
る
誤

射
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
も
発
破
を
見
守
り
退
避
す
る
数
百
人

の
男
逹
は
見
え
ず
、
数
頭
の
羊
と
一
人
の
男
を
確
認
し
た
の

み
だ
と
言
う
。
幸
い
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
「
毎
日
攻
撃
を
受

け
、
戦
友
を
失
っ
て
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
た
め
」
の

反
射
的
な
攻
撃
で
あ
っ
た
と
米
軍
は
謝
罪
し
た
。
米
軍
（
ア

メ
リ
カ
）
は
完
璧
に
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
米
軍
の
「
存

在
」
と
「
誤
爆
」
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
反
米
感
情
は
高
ま
り
、

そ
れ
を
背
景
に
反
政
府
線
織
・
民
衆
が
渾
然
と
な
っ
て
反
撃

す
る
。
さ
ら
に
米
軍
が
、
そ
れ
を
「
旧
タ
リ
バ
ン
／
テ
ロ
リ

ス
ト
」
と
決
め
つ
け
て
無
差
別
攻
繋
す
る
。
米
軍
が
相
手
に

し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
影
で
あ
る
。
九
．
―
一
以
来
、
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
対
テ
ロ
誘
発
戦
争
」

で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
無

原
則
に
プ

y
シ
ュ
政
権
を
支
持
す
る
こ
と
で
、
こ
の
悪
循
環

に
は
ま
り
、
「
人
道
支
援
」
や
「
国
益
」
の
名
で
、
「
軍
隊
」

ま
で
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
か
に
繕
お
う
と
、
日
本

●
事
務
局
便
り

咽愚者四這

の物語
「表紙をめぐる小さな物話」
ヵ＼書下しを加え一冊に

1800円

石風社需悶農讐祖醤)2-3-24

ほんとうのアフカ，::.スクン
1200円

光文社
康京都文京区音手］1-16-6
TEL 03(5395)8125 

アフカ:::.スクンの ． 
1200円診療所から

筑序青房 東京祁台東区蔵前12-6-4
T£L 03(5687)2670 

価格はすべて本体価格 （税別）です

ペ
村
か
ら

n
 

政
府
が
米
国
の
顔
色
を
伺
い
、
石
油
に
し
か
関
心
が
無
い
こ

と
は
、
現
地
の
民
衆
か
ら
は
丸
見
え
で
あ
る
。
日
本
に
は
非

軍
事
の
原
則
に
立
返
る
し
か
道
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

先
H
か
ら
二
0
0
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
送
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
を
巻
き
な
が
ら
、
事
務
局

に
お
手
伝
い
に
伺
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
を
思
い
出
し
た
。
伺

う
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
日
が
浅
い
が
、
驚
く
こ
と
が
幾
度
も
あ

っ
た
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、

事
務
局
の
賑
や
か
さ
だ
。
み
な
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
、
か
つ
和
気
蒻
々
と
作
業
を
し
て

は
席
を
立
た
れ
る
。
事
務
局
の
絶
え
な
い
人
の
流
れ
に
驚
い
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
会
の
活
動
を
支
え
る
会
員
の
方
々
の
多
さ
に

驚
い
た
。
事
務
局
で
お
会
い
す
る
方
、
会
員
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
自
分
の
生
活
の

一
部
を
、
知
ら
な
い
誰

か
の
為
に
使
う
。
こ
の
よ
う
な
地
に
足
の
つ
い
た
善
意
の
積
み

重
ね
が
、
私
が
生
き
て
き
た
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
間
、

継
続
し
て
き
た
か
と
思
う
と
感
慨
深
い
。
そ
し
て
今
。
私
の

H

の
前
に
あ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
も
み
な
さ
ん
の
善
意
の
表
れ
で
あ
る

と
思
う
と
、
つ
い
つ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
巻
く
手
に
も
力
が
人
る
。

い
や
い
や
、
力
を
人
れ
過
ぎ
て
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
わ
を
つ
け
て

は
い
け
な
い
。
（
井
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の

派
遣
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
あ
い
」

の
精
神
で

一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
貝
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員

一
0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行

う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年

一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（
〒
八

一
0
ー

0

0
四

一
福
岡
市
中
央
区
大

名

一
丁
目
一

0
ー

ニ
五

上

村

第

ニ

ビ

ル

三

0
七
号

TEI
七
一
―
―
―
ー
ニ
―
―
一
七
二
）
内
に
お
く
。

会
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